
『新宿区第三次環境基本計画(改定)』掲載の主な事業における令和８年度拡充内容等 

 

 

１ 基本目標１「地球温暖化対策の推進」関係 

 

（１）二酸化炭素排出削減の取組の推進 

ＣＯ２排出削減に向けて、個人・集合住宅向け太陽光発電システム、 

及び事業所向けＬＥＤ照明・高効率空調設備など、「省エネルギー及 

び創エネルギー機器等補助制度」の補助件数を拡充します。 

また、再生可能エネルギー電力等（以下「再エネ電力等」という。） 

の導入推進を図るため、事業所向けＬＥＤ照明及び高効率空調設備 

について、設置事業所における再エネ電力等の導入有無に応じた補 

助上限額の見直しを行います。 

＜「導入済」事業所＞ 

補助率：７０％ 補助上限額：５００千円 

＜「未導入」事業所＞ 

補助率：５０％ 補助上限額：２５０千円（見直し前：５００千円） 

 

予 算 額 
令和８年度 令和７年度 増 減 

３０８,０４５千円 １８８,９２９千円 １１９,１１６千円 

事業規模 

（補助件数） 

令和８年度 令和７年度 増 減 

１,３２４件 ７２０件 ６０４件 

 

（２）環境に関する意識・実態調査 

「新宿区第三次環境基本計画（改定）」の成果及び進捗を検証する

とともに、環境に関する区民及び事業所の意識・実態を把握し、「新

宿区第四次環境基本計画」の策定に資することを目的として、区民及

び事業者へのアンケートを含む調査・分析を行います。 

 

予 算 額 
令和８年度 令和７年度 増 減 

７，４３６千円 ０千円 ７，４３６千円 

 

 

 

 

 

資料３ 



２ 基本目標３「資源循環型社会の構築」関係 

 

（１）資源プラスチック回収の推進 

プラスチックのさらなる資源化の推進に向けて、資源プラスチッ

クの適正分別やリサイクルの必要性等について、組成調査結果に基

づいて新たな周知用動画を作成し、対象品目の詳細や不適正排出物

等に関して区民の理解を深めることで、適正分別への協力を促進し

ます。 

 

予 算 額 
令和８年度 令和７年度 増 減 

６２４，３３０千円 ５７３，５３０千円 ５０，８００千円 

（うち拡充部分） ２，２００千円 ０千円 ２，２００千円 

事業規模 

（動画作成本数） 

令和８年度 令和７年度 増 減 

１ 本 ０本 １本 

 

 

（２）ごみの発生抑制（普及啓発） 

資源・ごみの適正な分別方法の周知を強化するため、資源・ごみ

分別アプリ「さんあ～る」に、写真や品名から対象品目を会話形式で

検索できるチャットボット機能を新たに追加します。 

 

予 算 額 
令和８年度 令和７年度 増 減 

１７，２０４千円 １８，７８５千円 △１，５８１千円 

（うち拡充部分） １３２千円 ０千円 １３２千円 

事業規模 

（機能追加） 

令和８年度 令和７年度 増 減 

１件 ０件 １件 

 

 

（３）資源・ごみ排出実態調査 

区内で発生したごみ・資源の排出実態を把握し、施策の策定と効果 

測定に資することを目的に実施します。 

この調査結果を基に、一般廃棄物処理基本計画の改定をはじめ、清 

掃関連計画の指標検証及び策定・改定のための基礎資料とします。 

 

予 算 額 
令和８年度 令和７年度 増 減 

１０，７３６千円 ０千円 １０，７３６千円 

 



３ 基本目標４「良好な生活環境づくりの推進」関係 

 

高田馬場駅前広場の路上喫煙等対策の推進 

高田馬場駅前広場において、啓発員による立哨を実施し、受動喫煙や 

ポイ捨てごみによる環境悪化を防ぎ、区民が快適に広場とその周辺を

利用できる環境を整備します。 

 

予 算 額 
令和８年度 令和７年度 増 減 

１６，９３３千円 ０千円 １６，９３３千円 

 

 

４ 基本目標５「環境学習・環境教育の推進」関係 

 

環境学習・環境教育の推進 

区内大学と連携して令和７年度に実施した「新宿環境学生会議」

にて提案を受けた「ごみ分別をテーマとして、日本語学校の生徒と

日本人大学生によるワークショップ」を開催します。日本語学校の

生徒のごみの適正排出を図るとともに、区内大学に通う学生がワー

クショップのスタッフを担うことで、若者の区政参画や環境意識の

啓発を促進します。 

 

予 算 額 
令和８年度 令和７年度 増 減 

５，２５６千円 ５，１０３千円 １５３千円 

(提案事業実施分) ８３千円 ０千円 ８３千円 

 

 


